
多
世
代
交
流
住
宅
の
２
号
棟

ノ
ビ
シ
ロ
　
地
元
企
業
と
東
久
留
米
で
開
発
へ

福
祉
・
管
理
連
携
で
要
配
慮
者
入
居

岸
和
田
市
居
協
　

社
協
が
連
絡
先
、定
期
訪
問
も

ハ
ウ
ス
リ
ン
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

新
卒
採
用
、５
年
で

人

課
題
の
改
善
速
度
を
重
視

高
級
物
件
仲
介
サ
ー
ビ
ス

契
約
や
内
見
な
ど
一
貫
対
応

レ
ク
ソ
ル
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▶
左
か
ら
岸
和
田
市
社
協
の

村
渉

氏
、
大
川
氏
、
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｏ
‐
ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｅ
の
中
村
統
括
店
長

　
多
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
住
宅「
ノ
ビ
シ
ロ
ハ
ウ
ス
」

を
運
営
す
る
ノ
ビ
シ
ロ
（
神

奈
川
県
藤
沢
市
）
は
、
不
動

産
会
社
の
タ
ネ
ニ
ハ
（
東
京

都
東
久
留
米
市
）
、
久
保
工

務
店
（
鹿
児
島
市
）
と
、
東

京
都
東
久
留
米
市
に
お
け
る

ノ
ビ
シ
ロ
ハ
ウ
ス
２
号
棟
の

開
発
計
画
に
基
本
合
意
し

た
。
こ
れ
と
と
も
に
入
居
者

募
集
も
開
始
し
た
。

　
ノ
ビ
シ
ロ
ハ
ウ
ス
で
は
、

若
者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
な
っ
て
高
齢
入
居
者
を

見
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
世

代
交
流
の
活
発
化
と
相
互
支

援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、
ノ
ビ

シ
ロ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
な
ど
を

担
う
。
久
保
工
務
店
は
土
地

の
取
得
と
建
設
を
行
い
、
物

件
を
所
有
。
タ
ネ
ニ
ハ
は
地

主
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
ノ
ビ
シ
ロ
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
、
ノ
ビ
シ
ロ
ハ
ウ
ス

を
全
国
１
０
０
棟
へ
拡
大
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
。

　
不
動
産
の
売
却
仲
介
な
ど
を

行
う
レ
ク
ソ
ル
（
東
京
都
新
宿

区
）
は
、
高
級
賃
貸
の
仲
介
サ

ー
ビ
ス「
高
級
賃
貸
レ
ク
ソ
ル
」

の
提
供
を
開
始
。
港
区
、
渋
谷

区
、
新
宿
区
な
ど
、
東
京
都
心

の
人
気
エ
リ
ア
に
あ
る
高
級
マ

ン
シ
ョ
ン
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
眺
望
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
設
備
の
質

な
ど
細
部
に
ま
で
着
目
し
厳
選

し
た
高
級
物
件
を
提
案
す
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
内
見
、契
約
、

ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
ま
で
担
う

一
貫
し
た
支
援
も
実
施
。
セ
カ

ン
ド
ハ
ウ
ス
利
用
な
ど
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

　
大
阪
府
岸
和
田
市
で
住
宅

確
保
要
配
慮
者
（
以
下
、
要

配
慮
者
）
の
入
居
支
援
を
行

う
岸
和
田
市
居
住
支
援
協
議

会
（
以
下
、
岸
和
田
市
居
協


大
阪
府
岸
和
田
市
）で
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
管
理
会

社
が
連
携
し
て
、
要
配
慮
者

の
賃
貸
住
宅
へ
の
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
４

年
は
約
２
０
０
人
の
要
配
慮

者
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入

居
を
実
現
し
た
。

　
岸
和
田
市
居
協
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
、
生
活
困
窮
者
な

ど
の
支
援
を
行
う
社
会
福
祉

法
人
岸
和
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
岸
和
田
市
社

協

同
）
、
岸
和
田
市
の
管

理
会
社
で
あ
る
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｏ
‐
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
（
ワ
オ

ワ
オ
ク
リ
エ
イ
ト

同
）
と

大
起
（
同
）
の
３
者
と
、
岸

和
田
市
だ
。

　
要
配
慮
者
か
ら
の
相
談

は
、
基
本
的
に
岸
和
田
市
社

協
が
受
け
付
け
る
。
要
配
慮

者
の
生
活
や
健
康
状
況
、
住

居
の
希
望
条
件
な
ど
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
入
居
可
能
な
物

件
が
あ
る
か
を
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｏ
‐
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
・
大
起

に
確
認
す
る
流
れ
だ
。
岸
和

田
市
社
協
に
は
非
常
勤
を
含

め
約
１
３
０
人
が
所
属
し
て

お
り
、
生
活
困
窮
、
高
齢
、

障
が
い
と
い
っ
た
各
分
野
の

担
当
者
が
要
配
慮
者
に
対
応

す
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
入
居

後
の
訪
問
も
行
う
。

　
親
族
や
親
し
い
知
人
が
い

な
い
要
配
慮
者
の
場
合
は
、

岸
和
田
市
社
協
が
緊
急
連
絡

先
と
な
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
家
賃
債
務
保
証
を
契
約
で

き
る
よ
う
に
し
、
オ
ー
ナ
ー

の
同
意
を
得
や
す
く
し
て
い

る
。
岸
和
田
市
社
協
は

年

７
月

日
時
点
で
、
約
２
０

０
人
の
要
配
慮
者
の
緊
急
連

絡
先
を
担
っ
て
い
る
。

　
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｏ
‐
ｃ
ｒ
ｅ

ａ
ｔ
ｅ
の
中
村
聡
統
括
店
長

は
「
岸
和
田
市
社
協
が
要
配

慮
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
入

居
中
の
支
援
、
緊
急
連
絡
先

ま
で
を
担
う
た
め
、
非
常
に

要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
や
す

い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
当

社
の
岸
和
田
市
内
の
単
身
者

向
け
管
理
物
件
の
入
居
率
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

話
す
。

　
岸
和
田
市
居
協
は
、

年

に
岸
和
田
市
社
協
が
発
起
人

と
な
っ
て
設
立
し
た
。
岸
和

田
市
社
協
の
大
川
浩
平
氏
は

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
の
改
正
を
受
け
、
以
前
か

ら
行
っ
て
い
た
要
配
慮
者
の

賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
推
進

す
る
た
め
に
、
不
動
産
事
業

者
と
の
連
携
を
強
化
し
た
い

と
考
え
た
」
と
振
り
返
る
。

現
在
、
岸
和
田
市
社
協
は
Ｗ

Ａ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｏ
‐
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

ｅ
や
大
起
の
管
理
物
件
の
多

く
を
把
握
し
て
い
る
よ
う
な

状
態
だ
と
い
う
。
「
今
後
は

岸
和
田
市
社
協
で
物
件
を
購

入
し
、
要
配
慮
者
や
住
宅
喪

失
者
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー

と
す
る
計
画
。
こ
う
し
た
事

業
を
行
う
際
に
も
、
信
頼
で

き
る
不
動
産
事
業
者
が
い
る

の
は
あ
り
が
た
い
」
（
大
川

氏
）

ハウスリンクマネジメント
（東京都千代田区）
菅谷太一社長

　
木
造
ア
パ
ー
ト
の
開
発

・
建
築
や
賃
貸
仲
介
・
管

理
を
行
う
ハ
ウ
ス
リ
ン
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
東
京
都

千
代
田
区
）
は
、
２
０
２

０
年
か
ら
新
卒
採
用
を
開

始
し
た
。
毎
年
、
グ
ル
ー

プ
全
体
で
３
～
５
人
、
累

計
で

人
を
採
用
し
て
き

た
。

　
同
社
単
体
で
の
管
理
戸

数
は
３
６
２
５
戸
（
５
月

末
時
点
）
で
、

年
度
の

売
上
高
は
約

億
円
だ
。

従
業
員
は
ハ
ウ
ス
リ
ン
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
グ
ル
ー

プ
会
社
で
建
築
事
業
を
担

う
ハ
ウ
ス
リ
ン
ク
ホ
ー
ム

（
東
京
都
中
央
区
）
で
役

員
を
含
め
て

人
。
そ
の

う
ち

代
の
社
員
と
ア
ル

バ
イ
ト
が

人
ず
つ
と


代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ア
人
材
の
育
成
に
中

長
期
的
な
時
間
が
必
要
と

み
て
、
新
卒
採
用
を
始
め

た
。
菅
谷
太
一
社
長
は

「
中
長
期
的
に
人
材
育
成

を
す
る
に
は
、
中
途
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
を
採
用

す
る
よ
り
、
優
秀
な
新
卒

を
採
用
す
る
ほ
う
が
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

高
く
、
変
な
癖
も
な
く
育

て
や
す
い
」
と
話
す
。

　
採
用
は
当
初
、
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
利
用
し
た
ス
カ

ウ
ト
を
行
っ
て
い
た
。
し

か
し
、

年
４
月
入
社
の

採
用
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ビ

（
東
京
都
千
代
田
区
）
の

新
卒
学
生
向
け
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
主
軸
に
据
え

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
ス
カ

ウ
ト
と
ｉ
―
ｐ
ｌ
ｕ
ｇ

（
ア
イ
プ
ラ
グ

大
阪

市
）
が
提
供
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
オ
フ
ァ
ー
型
の
求
人

サ
ー
ビ
ス
「
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ

Ｂ
ｏ
ｘ
（
オ
フ
ァ
ー
ボ
ッ

ク
ス
）
」
を
活
用
す
る
。


年
４
月
入
社
の
採
用
活

度
か
ら
は
就
活
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
。
５

～
８
社
程
度
が
集
ま
る
小

規
模
な
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
に
６
月

日
時
点
で

４
回
参
加
し
た
。
採
用
担

当
は
人
事
チ
ー
ム
の
３
人

だ
。

　
マ
イ
ナ
ビ
や
就
活
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
採
用
活
動

す
る
こ
と
で
、
採
用
コ
ス

ト
の
面
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
利
用
し
た
場
合
よ
り
も

約
２
割
削
減
で
き
て
い

る
。

年
４
月
入
社
は
３

０
０
人
の
応
募
が
あ
り
、

マ
イ
ナ
ビ
経
由
で
４
人
、

Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
Ｂ
ｏ
ｘ
経
由

で
１
人
を
採
用
し
た
。


年
４
月
入
社
向
け
の
採
用

で
は
、
す
で
に
５
５
０
人

か
ら
応
募
が
集
ま
っ
て
い

る
（
６
月

日
時
点
）
。

　
同
社
の
採
用
活
動
の
特

徴
は
、
応
募
者
に
対
し
て

課
題
を
出
し
、
次
の
選
考

時
ま
で
に
ど
れ
だ
け
解
決

し
て
い
る
か
を
重
視
す
る

点
に
あ
る
。

　
例
え
ば
、
面
接
時
の
身

だ
し
な
み
や
社
会
人
と
し

て
必
要
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー

な
ど
に
改
善
す
べ
き
点
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
こ
と

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
次

回
に
ど
れ
だ
け
改
善
し
た

か
を
み
る
。

　「
改
善
で
き
る
学
生
は
、

素
直
で
先
輩
社
員
の
教
育

・
指
導
も
す
ぐ
に
聞
き
入

れ
る
。
入
社
後
の
活
躍
が

期
待
で
き
る
」
と
菅
谷
社

長
は
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
す
で
に
新
卒
採
用
１
～

３
期
生
の
一
部
は
役
職
に

つ
い
て
い
る
。
特
に
３
期

生
が
活
躍
し
て
お
り
、
２

人
は
不
動
産
の
売
買
仲
介

事
業
で
総
額

億
円
の
販

売
を
統
括
し
て
い
る
。

　

年
４
月
入
社
の
新
卒

社
員
は
６
人
の
採
用
を
計

画
す
る
。

▶
ノ
ビ
シ
ロ
ハ
ウ
ス
２
号
棟
の
完
成
予

想
図


